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ＫＦシステムクリエイターでは、［拡張版］で25枚、［簡易版］で7枚のチャートを揃えておりますが、開始日を1993年11月1日以外にした
場合、チャートの日付を揃えることが大変でした。 
今回、チャートの日付を変更するマクロを作成いたしましたので、ご利用ください。なお、このファイルは無償ダウンロードといたしますの
で、体験版をご使用中の方も利用可能です。 
 
使用方法は、マクロを有効にしてファイルを開きましたら、B列6行目以降にチャートを更新するファイル名を入力してください。 
初期状態では、一例としてトヨタ自動車のファイル名を入力してありますが、自由に変更してください。 
 
B列6行目以降が空白行になると、マクロは終了いたしますので、すぐに更新する必要がないファイルは、空白行の後に入力しておきま
すと、後々便利です。 
ファイル名を列記した行の途中に空白行を挿入しておきますと、そこでマクロが終了します。 
 
それ以外の入力箇所は、D1セルの更新日と、C列の日付間隔（通常は365日）、D列の日付最小値（チャートを表示する最初の日付）で
す。F列の日付最大値は自動的に計算されますので、入力の必要はありません。これらは、行単位でコピー＆ペーストを行ない、必要
箇所を手入力で修正してください。 
 
なお、直近資産カーブのチャートについては、更新日から過去1年程度のチャートを、日付間隔30日の設定で更新するようにしていま
す。 
最初のシステムのチャートを全て更新し終わると、システムを上書き保存した後閉じて、リストの次のシステムを開き、チャートの更新作
業を継続します。 
 
なお、マクロのショートカットキーは、"Ctrl"＋"e"です。メニューのマクロの実行からも起動できますが、ショートカットキーを使うと便利で
す。 
また、［簡易版］のチャートを更新する場合は、「チャート更新01b.xls」をご使用ください。［簡易版］と［拡張版］の混在更新はできません
ので、ご注意ください。 
 
以上、ご不明な点等ございましたら、お問い合わせページよりお問い合わせください。 
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